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NFN構造に於けるF選択について

－－日本語「NのN」との干渉及び英語への移行障害一

伊 藤 俊 雄

§1．NFN

この構造に於いては機能語Fそのものに用法及び意味

を決定する力のある場合（他の構造の中に入れても又他

の要素の付加によってもN1とN2の結合機能をするFに

変化がない）で独立的機能を有する。上例中1．－8．が

相当する，そしてこれらの場合（次の例のように）

N1FN2 thetaxesforthisyear.

N1とN2の結合に於けるFの遭尺は殆ど固定的（例，

F=for)である。そしてFの変化はN1とN2の結合の

仕方即ち内部構造の違いとなる。例えば

6． apicturebyPicasso ピカソの画 ／

6ノ apictureofPicasso ピカソの画

(possessive'of'=ownedby) (ピカソ所有の画）

7. aletterfrommr.Tanaka 田中氏の手紙

7ノ aletterbymr・Tanaka 田中氏の手紙

(writtenby) (田中氏の書いた手紙）

8. theclothingforthechildren子供達の服

8/ theclothingofthechildren子供達の服

(possessive,of') (子供達の所有する服）

（註，右側の日本語「NのN」構造に外見的に変化が

ないことに注意しなければならない。 （ ）内の内部構

造説明に気付かずに日→英移行を行なう所に障害が生じ

FalseExtentionが行なわれてしまう。）

本小論はN,FN2構造に於ける名詞N1,2間の修飾関係

に果す機能語F(=前置詞) of, to, for,などの機能

について考察を加え，その選択に或る程度の基準を確立

し，更に日英両語間の移行（主として日→英）に於ける

障害をNFN構造と「NのN」型の比較により解明しよ

うとする試論である。

1 章

N,FN2構造の特徴：

本溝造に於いてはN2がN1を修飾する用法が一番多

く， この場合の機能語はof, to, forの順に最多用法で

ある。FriesのAmericanEuglishGrammanの全機

能語使用例3,448のうちof=906, to=428, for=333

である。またOEDによればof=63, to=33, for=31

の夫々異る意味を表わす。それだけに意味の陵昧性が生

じやすく，語法上も使朔の選沢基準が示し難いのであ

る。なお， 日本語「NのN」型と一致する英語のNFN

(F=Possessine@of')はここで取り上げない。

1. aprofessonatHarvard ハ大の教授

2. thetaxesforthisyean 今年の税金

3. thehouseat thecorner 角の家

4. awholesomedietforMrs､－－夫人の健康食

5． allofficersonduty 勤務中の全将校

6． apicturebyPicasso. ピカソの画

7． alefferfrommr・Tanaka 田中氏の手紙

8. theclothingforthechildren子供達の服

9． aprofessorOfAmericanLiterature

米文学の教授

10． astudentoftheEnglishpoets

英詩人の研究家

11. thepersonalcareof thissonこの息子の世話

12. thesolutionof theproblem問題の解決

13.myexperienceoflife 私の人生の経験

14． animpressiononmyminds我が心の印象

15． thekeytothelndianplan インド案の鍵

§2．NFN

これはN,FN2に於いてN1が他動詞派生形の名詞であ

る場合で, Fは殆どの場合がobjectire@of'である。

(a) NFN(N←VT)

9． aprofessorofAmericanLiterature

米文学の教授

HeprofessesAmericanLiterature.
Vt

(NP+VT+NP)

10. astudeutofEnglishpoets

Hest"esEnglishpoets.
Vt

英詩人の研究生
一
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るからその基準を見い出すべく実際例により考察を加え

て見たい。

私の人生の経験
一

myexperienceoflife
－

Iﾉveexperigncedlifehere

13

Vt

12. thesolutionoftheprobleln問題の解決

we§山里theproblem.
Vt

(b) a.に於けるF(=of)もNFNのNが自他両用動

詞の派生形の場合は当然F選択に変化が生ずるol, 9,

例でも明らかなように， 10， 13例に於いても動詞がより

VI性， もしくはVI用法がより多いものであればNFN

に於けるFも'of'の場合は殆どないと見てよい。

1. aprofessoratHarvard ハ大の謝受

HeprofggsesatHarvardUnlv.
V1

10ﾉ． astudeutatCambridgeUniv・ ケ大の学生

He§塑壁atCambridgeUniv.
V1

14. animpressiononmymind 心の印象

It imPrgssedindeliblyonmymind

(a) NFN

12. thesolutionoftheproblem問題の解決

(NP,+VT+)NP2(=NFN)

12'. (I found)thesolutiontOtheproblem.

問題の解決（を見出した）

(1)Hehasabandonedalmostallhopesoffinding

apoliticalsolutionthroughOASigthe35-day

oldrevolt.

(2)Mytalkshaveconvincedmeof thebasic

desiresofbothsidestostopfightingandfind

peacifulsolutiontotheirdiffrculties.

(8) ‘廷一that therewillbenOmilitarysolution

tothiswar,''saidtheBritishleader｡

(4) IshallcoutinuetoworkforaceasefireandVl

(c)更にNFNでNが自動詞性の場合と一寸異るが，

その動詞はVTでありながら主語が人間である場合大体

に於いて受動態をとるものがあるがこの場合やはりF選

択基準に動揺が生ずる。

NFN(N←jVT)

13． myexperienceoflife 人生の経験

NP+V(Be+VTed+F)+NP

13/. myexperien(､einteachingchildren

児童教育の経験

Iﾉmnotexperiencedinteachingchildx･en.

13".myexperiencewithhorses 馬の経験

Ihavebeenexperienced(indealing)with

horses.

（註: (b), (c)いずれも(a)の基準を破る用法となるが対

応する日本語が「NのN」型と変わらぬだけに， 日→英

移行の際の大きな干渉となる｡)

apeaciful solutionof thistragicproblem.

(5)Thecommuniguealsosaidapeacifulsolution

of theVietnamWar shouldbesoughtwithin

theframeworkoftheGenevaAgreementofl954

（以上(1)-(5)UPI)

(6) Hesawnosolutionofanything(Dreiser)

(1)， （2)は，明らかにVT(=find)がNP2の内部構造

に雛響を与えF→F'(of→to)と変化させている。即ち

特定動詞findの場合はFはGto',その他の動詞又は動

詞の影響力の馴呈内にない時はcof'で(4), (5), (6)の場合

と見てよいようである。そしてこのような基準の動揺が

(8)の場合となって現われていると考えられる･

(b) NFN

14． animpressiononourminds心の印象

(Np,+VT+)NP2(NFN)

14ﾉ. (Igave)anagreeableimpressionighim

(1) ItmadeadeeperimprssionOnourminds.

(2) It left an impressionon thevisitornot

easilyforgoteen. （以上勝俣活用）

(3) Gen・Tailoralsourgedacontinuingslowin-

creaseinbombingofNorthVietnamtogivean

impressionoftheinexorabilityofgreaterdis-

comfort toCommunist leadersinHanoi.(UPI)

この場合は明らかにN,FN2構造内に問題がありFが

N,,N2を結び付ける働きをしていると見るよりS(NP,

+VT+NP2)の中でのNP2(N,+N2→N2+F+N,)か

ら生成されたものと考えるべきであろう。だから基準用

以上N,FK2に於いてFが他要素と関係なく即ち他要

素との共起なく選択される場合(91),次にFがN1との共

起関係即ちN1が特定のVT派生による特定の名詞である

時は@of'である場合，更にこの場合でもN(VT)の性

質によりNofNの共起関係は崩れる場合を示し, F選択

基準設立の難さを述べたが，その基準確立のためNFN

構造を外的要素との関係に於いて考察を加えたい。

§3.VT+(NFN)

他の要素の付加叉ば文(S=NP+V+NP)の中でNF

N構造に変化が生ずる場合であるoFの選択に変化があ
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法F(=,of')が易すぐF'(=.to')に変化するのであ

るo

(c) NFN

15． thekeytotheproblem 問題の鍵

(1) todiscorser(find)thekeymtheclosed

secret．

(2) tofitakeytoalock.

(b)でこの構造が文中ののVT影響を受けたNP2(N2+

F+N,)がそのままNP(NFN)として独立した構造に

変わる場合を樹商したが， この(c)もそれが独立した機能

となりSの中でなくとも，他要素の影響を受けることな

くF=6to'と固定化した例と言えよう。ただこの'to'も

@for'との間に用法基準の動揺が見られるので絶対的な

ものとは言えない｡ (英文法シリーズ19,前置詞，下

P. 122参照）

akeyto(for)thesolutionoftheproblem

(cf. thekeyofthedoor/thekeysofatypewriter)

（勝俣・活用）
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レンガの家 ahouseofbrick

赤い屋根の家 ahousewithredroof

そこで日本語より英語に移す場合にこの干渉のために

起るFalseExtension(転移の適用範囲の拡張）によ

る間違いをより少なくするには，

①NFNがNﾉsN型に変形可能である。

②そしてそれにより意味に瞳床性が生じないならば

F=ofでよい。 （このNFN(F=of)は日本語｢N

のN」と一致するので問題はない。of=possessive

"of'の場合で，本論でも省略してある｡）

③意味の伝達に誤解が生ずるようであればFを夫々の

機能(verbalfunction)に従って選択しなければな

らない。

例： 「NのN) ｢T氏の手紙」

NFN theletterofMr.T

①Mr.Tﾉsletter

②1. T氏の書いた手紙

2. T氏の送った手紙

3． T氏への手紙

4. T氏所有の手紙

③l. aletter(written)byMr・T

2. aletter(sent)fromMr・T

3 ’letter("n::d)"MnT
4． aletterofMr.T

（註：4．の場合もaletterownedbyMr.Tとする

のが普通であるから，結局この「NのN」はNFN(F=

of)への移行が出来ない場合なのである｡）

2 章

「NのN｣とNFNに於けるのとFの干渉度について：

日本語を英語に移し変える時に大きな障害となる原因

が第1章で述べた英語の機能語の持つ複雑さに起因する

ことは確かである。日本語の前置修飾構造と英語の後置

修飾構造の違いが第1の原因となることは勿論であるが

これは或る程度英語を習得した者には大きな障害とはな

らないのである。

日本語「NのN」は母国語では1箇の簡単な定型です

むのに一日本語の名詞の基本的特徴はあらゆる種類の

「小辞」を従える不屈折語だと言うことである。しかし

29もある関係小辞のうち名詞をしてその修飾する他の名

詞と結んで1構成形をつくらせる機能をもっているのは

「の」以外にない｡ (「日英両語の比較と英語教育」63

頁）一一英語となると第1章に於いて限られたそして基

準が確立したようなものだけで考察したのでも判るよう

に， まことに複雑に入り組んだ別左の定型を使いわけね

ばならない。このように簡単な定型から複雑な定型(こ移

行する個所には甚だしい干渉が生ずると考えられるの

で， ，章に取り上げた範囲に於いて（日→英）移行に於

ける障害を考察し何かしかのruleを見出したい。

§2． 1章2節でNFNのN(←VT)の場合について

考察を加え，そしてNとNの関係がVT+Oに相当する

時は「NのN」→NFN(F=of)で良いと基準を示し

た。更に2節(b)に於いてNFNのN(←VI)の場合にふ

れたが， （日本語の「N1のN2」型でN1とN2がVT+Oの

関係に相当しない場合）この場合でも日本語型が直ちに

NFN(F=of)を連想させてしまうので日→英移行に

非常に干渉が生ずる。それで英訳者は(a)「大学の剃受」

と(b)「文学の老授」の差，即ち同じ「N1のN2｢構造に見

えても中味は(a)がN2(←VI) (b)がN2(←VT)であるこ

とを敏感に判断しなければならない。

(a)NFN(F=at, in)aprofessoralauniversity

(b)NFN(F=of) aprofessorgiliterature

§1． 1章1節で取扱ったNFNのFはそれ自体で働き

があり夫々意味があるが，対応する日本語「NのN」は

一箇の機能語のをもってすべてのFの機能に代用させよ

うとするから両語の差異は極度に複雑な相を呈する。
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更に同じ様な構造でも， 「A師の弟子」とか「A大学

のB博士」とかの場合は「N1のN2」のN2はVT性でない

がNFN(F=of)となる。一般的なpossessivc0of'

でなくpositionalCof'と考えられるo(apupilofA;

Dr.BofAuniV.)

以上，ごく限られた構造定型について両語の関係を論

じ，言語移行（日→英）即ち翻訳に於ける障害を究明し

たのであるが問題の大きさ，困難さを改めて認識せざる

を得ない。

(Ang.25th, 1967)

（参考文献）

1.EverettKleinjans:ADescriptive-comparative

stndyPredictinglnterference for Japanesein

LearnimgEnglishNoun-HeadModificationPat-

terns、

2． CharlesC.Fries:AmericanEnglrshGrammar

3、太田朗： 「共起」と「同じ噸の組」 （英語青年六月

号， 1967）

4．梶田優： 「辞書前の構造」 （英語教育三月号， 1967）

5．研究社：英和活用大辞典

6．秋田英語英文学:No.8Dec.8, 1963(作・文〕

7．英文法シリーズ： 「前置詞」

8． PaulRoberts:EnglishSyntax

9・寺村秀夫： 「受動構造について」 （英語青年五月号，

1967）

§3． 日本語「NのN」を英語NFNに移行する際には

他要素（文とか動詞）との関係も考慮しなければならな

い。 1章3節で取扱ったNFNは女などの他要素の影響

を受けてFの選択が変化するので「NのN」よりの移行

に障害が大きいことを指摘したのであるが,NFNがVT

の作用を受ける場合, VT+(NFN)は見方を変えれ

lf,VT+N+(FN)即ち(FN)を副詞機能の前置詞

句と考えられぬこともないのであるが一応NFN定型で

F(=of)→Fﾉ (=to)となる例外的なものと見たい。

「NのN」

問題の解決（鍵)」

(a) thesolutionoftheproblem

(b) (find)thesolutiontotheproblem

(c) thekeytotheproblem

(a),(c)は固定用法, (b)は動揺しているが動詞との共起

関係で大体固定して来ている。
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